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1 .ウリミバエ

ウリミパエ Dacu(Zeugodacus) cucurbitae (英名 melon fly)は熱帯・亜熱帯のウ

リ科果実の大害虫であるが、パパイヤやナス科植物にも寄生し、寄主として約100

種類が報告されている2ヘ本種は植物防疫法によって定められた侵入を警戒する

害虫であり、寄主対象となる果実は本種が分布する地域からの移動が厳しく制限

される。ニガウリ(ツルレイシ)のほか、日本ナシ、スモモ、オウトウ、アボカ

ド、イチゴなどでも飼育でき岡、ピタヤも好適な寄主植物である日)。傷のあるオ

クラでも成虫に至る問。圃場調査ではインゲンマメへの寄生は僅かだ、ったが、網

室では比較的高い寄生率を示した 183)。

東南アジアから輸入されるマメ科及びウリ科の生果実からも本種がときに発見

される 134.230)。ミパエ類はわが国にも170種ほどが分布するが、農業上の害虫とな

る種は少ない山1山ヘしかし、検疫の場面や侵入時にはセグロウリミパエ (Dacus

tau)や、ミスジミパエ (Dacusscutellatus) 218)、マレ一シアミパエ (ωDα'acωl仰αωtì折ifh知1-01αns岱~)回

といつた類似の近縁種との同定が必必、要でで、あり 2坦2.口山.2出29)、そのための検索表も作成され

た"川~8， :!5九外部形態だけでなく、性選択がかかりやすい生殖器による検討もな

され閥、フィリピンのマンゴー栽培地等では各種ミパエ類の分布が調査されたへ

ウリミパエは増殖のためのすべての条件が好適ならばl世代に245倍に増殖す

るlヘ 270Cではl世代は平均82.7日18)、内的自然増加率は0.067/雌/日である lヘ

卵~成虫の発育零点は10.5
0
Cで、これらから奄美大島以南では発育・生殖とも可

能でJ刷、奄美大島でも年間に8~9回発生すると推測される 26， 1回)0 130Cでの平均寿

命は230日で、 400日生存する個体もある刷。本土定着の可能性を調べるため、低

温 (70C)で選抜した系統では低温での生存率が高くなった27，193}。冬期の短日条

件では性成熟や卵巣発育が極端に遅延した叫捌。本種が発見された場合の調査・

防除に必要な 2世代相当期間を推定するための簡易早見表町}や大量増殖時の世代

数を簡易な推測法日)も開発された。

海外や侵入地域からの本種の加害対象農産物に対する殺虫処理として、初期に

は二臭化エチレン叫や臭化メチル附によるくん蒸処理が検討されたが、その後、

蒸熱処理による殺虫法に変わった2叫。品目により条件はやや異なるが、生果実を

44~460Cで蒸熱処理し、果実中心部を430CIこして数時間保てば本種を完全に殺虫
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でき、果実への熱障害も認められないことがナス8)、ネットメロンヘマンゴ一則、

ニガウリ 2却、パパイヤ2却で確認された。植物検疫のさい問題になるワリ類果実の

浅漬けでは食塩濃度や浸漬期間、温度がミパエ類の死亡率に与える影響が調べら

れたぺ

本種は1919年に八重山群島で確認され、 1970年には沖縄群島の久米島に侵入し

た却。 1972年沖縄本島南部に侵入した際の誘殺虫数は、 11~12月には 1 日千トラ

ップあたり 2.3頭だ、ったが、翌年10月には14，505頭に達し、その後6年間、この

水準で、推移した叫。 1974年には奄美群島に侵入するに至り、根絶事業が開始され

た3ヘ事業概要39，43，68，7叩!叫山川3)や、根絶の経過に関する文献10，40，4日，田!叫叫

は、その時点でのさまざまな問題意識が色濃く反映されているためいずれも貴重

であるが、『奄美群島ウリミパエ根絶記念誌』 ω、『沖縄県ミパエ根絶記念誌~ 187) 

といった両県の根絶資料のほか、『虫を放して虫を滅ぼす』却、『よみがえれ黄金

の島』刷、 ~530億匹の戦いーウリミパエ根絶の歴史11 116)、『農薬なしで害虫とた

たかう114Il、『害虫磁滅工場11100)などの図書も、根絶事業にあたった研究者や行

政担当者の苦闘を知るうえで必読である。根絶は、まず1975~1977年に久米島に

2億8千万頭の不妊虫を放飼して達成され42・44)、寄生対象果の移動規制が解除され

た2叩)。ついで1985年に喜界島97.181，186)、1987年に奄美大島叫叫1叩)と宮古群島即日0)、

1989年に沖永良部島と与論島10) 、1990年に沖縄群島附と、順次根絶され、 1993

年の八重山群島1叫を最後にわが国からウリミパエは根絶された。根絶には22年の

歳月、人件費を除いた直接防除費204億円、延べ44万人が投入され、不妊虫625億

頭が放飼された肌問。しかし、その後も再侵入対策がとられ、不妊虫は放飼され

ている 206)。

根絶技術の開発の概論・総説も『ミパエの根絶一理論と実際』加をはじめとし

て多岐にわたるが 33，40，41，1山丸山， 202.203・249，268)、『害虫総合防除の原理1198)を著した

Knipling，E.F. iO'不妊虫放飼法 (SIT:Sterile Ins巴ctTechnique) を提唱して、南米の

小島で、家畜害虫のラセンウジパエ (Cochliomyia hominivor似)の根絶させたこと

に始まる 116) SITは現在加害している個体を殺すのではなく、その繁殖を阻害し

て次世代以降の密度を低下させ、被害を減らそうとするものであり川、このため

対象害虫の生理・生態学のほか行動学、遺伝学、さらには工学的知識までが要求

される 115)。遺伝的防除法の一種であり 202)、また遺伝的防除で唯一実用的な成果を
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収めている手法である則。不妊化はガンマ線照射によるため、放射線の平和的利

用の典型的な事例ともいえる川則。以下に、根絶に要した研究と開発された各種

技術を紹介する。

まず、野外の個体数を適切に評価することが重要になる。そのために、野外虫

を捕獲するトラップとその誘引剤が検討された。蛋白加水分解物(=プロテイン

剤)を誘引源とする場合の適正希釈倍率は1O~50倍である即刊。マクファイルト

ラップには各種の双題目昆虫が誘殺され、ミスジミパエやサタミパエ (Bactrocera

pernigra) も誘殺される 23，198)。プラスチック製のガロントラッフ。はマクファイル

トラップより誘殺数が多く、他のハエ類の誘殺数が少なく、安価で、取り扱いも

簡便であった則。誘殺される対象外の動物相のうち、益虫の誘殺は概して少なか

ったヘキュールア10mgに対してウリミパエ雄成虫の約70%が反応したが、誘引

効果は濃度とともに低下し、 O.OOOlmgには反応しなかった則。キュールアとスミ

チオン(またはダイアジノン)を含浸させた綿ロープ剤は8週後も誘引力・殺虫

力を示したが、 16週後には低下した見 131.137)。誘引力は高温下ではより速く低下し

た¥37)。キュールアはアセチル基が水素と置換した化合物に変質し、誘引性が消失

する一因と考えられた剖)。誘殺虫数は冬期に減少し姉、誘引剤の検出力低下も考

えられたが、否定的な結果が得られた叫。サタミパェやミスジミパエはキュール

アにも誘引された刷。カボチャの切片を誘引源にすると、キュールアを誘引源に

した場合と、 トラップの捕獲虫の性比や成熟度、捕獲時刻などが異なった日ヘミ

カンコミパエ (Bactroceradorsalis)ではメチルユージニールに対する反応性の低

下が懸念されたが、ウリミパエでの系統選抜試験ではキュールアに対する反応性

の低下の程度は弱かった則。

ベテルセン法や浜田法、ジャクソン法を用いた、標識放飼された個体のトラッ

プへの捕獲率から個体数を推定する技術が開発され36問、個体群密度が変化する

場合の 1回放飼・多数回再捕による個体数推定法も開発された2へこのようにし

て例えば、沖縄本島南部には冬期に 1haあたり 622頭の雄が生息し川、沖縄群島

には発生盛期に約3，800万頭の雄成虫が生存してドると推測された附。成虫の日

齢を頭部のプテリジン量から判定する技術も試みられた日)。

野外個体の空間分布の把握もSITには重要である2町)。喜界島では誘殺数はオキ

ナワスズメウリが密生する孤立した林で多く、集落内では少なかった酬。卵巣発
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育から見た野生虫の日齢の構成は季節と植生で異なっていた則。冬期には成虫の

交尾場所と採餌場所のちがいが明確で則、日当たりのよい林縁部や野生ウリ科植

物群落で観察され、雌成虫は産卵可能であった刊。越冬雌は繁みに集中し、移動

性は低く、産卵雌率と気温に一定の関係が見られなかった則。寄主植物のパッチ

状分布を反映して野生虫も集中分布を示したが、放飼虫も放飼後の週が経過する

と集中度が高まった叫。ただし、放飼不妊虫と野生虫のトラップ誘殺の相聞は低

く、両者の空間分布が異なつている可能性も示唆された却山削lο)

野生虫に対してどの程度の不妊虫を放飼すれば根絶に至るのか、個体群根絶モ

デ、ルが確立され32，3ぺ性的競争力が変化しないなら正常虫の10倍程度の不妊虫を

放飼すれば根絶は可能であると推測された叫。性行動が正常虫と決定的に異なら

なし、かぎり、性的競争力の低下も放飼虫を増強すれば対応できると予測されたへ

キュウルアは発生量を推測するだけでなく、密度抑圧防除にも有効であった。

テックス板散布による防除では、メチルユージノール(ミカンコミパエ誘引剤)

との混用による同時防除が可能であった31.240)。キュウルアによる密度抑圧防除で

野外の成熟雄の 9割以上が除去されたが、交尾率は低下せず、野外個体群の増殖

率の低下をもたらすほどの期待はできなかった51，1叫。そのほかの密度抑圧防除法

が検討されるなかから、病原糸状菌Strongwellseacastransが同定された九また、

1932年に台湾から石垣島に導入された幼虫寄生蜂ウリミパエコマユパチ (Opius

fletcheri)は、一時被害果を皆無にするほどの成果を示し則、沖縄本島や宮古島、

石垣島で再確認されたが山6)、寄生率は低かった附。本種は単寄生蜂で6)、寄主の

発育を 3 日ほど遅延させ6) 、 6~7月に比較的多く見られた1凹 o KnipIing， E.F.は

1992年刊行の『寄生虫放飼による害虫防除法の原理』で、侵入した熱帯ミパエの

寄生者を用いた根絶モデルを示したが則、 1993年には我が国からウリミパエは根

絶され、本種による根絶が可能かどうかは不明のままとなった。物理的防除法に

よる抑圧防除も検討された。ウリミパエ成虫は雌雄とも冴えた黄色によく誘引さ

れ、黄色粘着テ一プによる捕殺で、はニガガ、ウリの被害果率が半減した2担却へ。シ/ルレパ一

マルチも被害果率を減少させた2酎へ。白、銀色への産卵器では産卵数が2加0%以下に

なつた担捌5ω)

大量増殖では生産性と品質管理に関して詳細な検討がなされた。成虫の最適飼

育密度はl頭あたり 18.6~14.4cm3である問。性比を雌に偏らせると飼育個体数あ
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たりの採卵量は増加した刷。 トマト果汁では品種‘鉄かぶと'への産卵数が多

かった問。産卵後 6 時間以降の卵なら、1O~200Cで1~3 日水中に保存しでも悪影

響はなく、卵の保存に利用できると思われた 2)。幼虫人工飼料培地への卵摂取量

はl リットノレあたり 1.0~1.5ml (1~1.4万卵)が最適で、あった1ヘ

幼虫用飼料として、外国産の蛋白加水分解物に替わる国産品が検索された?ヘ

幼虫培地や飼育箱が開発され、飼育密度も設定された出)。高密度の飼育では成虫

が小型化し、羽化率も低下し、産卵数もやや低下したが、過密状態でも十分な次

世代を残しうると、大量増殖初期には判断された田)。幼虫培地や飼育箱も開発さ

れ、最適飼育密度も設定された2へ羽化率や生存率、卵巣発達には340C以上、交

尾率には320C以上で、高温障害が見られた則。 100Cで保存した踊は低温障害を示

した243) 踊期、とくに初期の低湿度で羽化率は低下した2問。湿度は80%以上が良

好であった7札257)。冬期に短日の自然日長下で雌を飼育すると性成熟が遅延し、し

かも個体聞のばらつきが大きかったl叫。老熟幼虫のとび出しは明期開始期に集中

し、羽化は明期開始4~5時間後にピークをもち、産卵は明期に限られる、といっ

た日周リズムが認められ田J叫、天秤とパソコンを用いた羽化リズムの簡易測定法

が開発された叩)。

踊化後5日未満に踊のふるい別けを行うと飛朔筋が退化して (droopy wing)、

羽化率や飛朔能力が低下したが、踊化後5日以降のふるい分けでは問題がなかっ

た川。新型筒別機による3日齢の踊の筒別では、振幅を2.4mmとすれば羽化率と飛

朔力への悪影響が少なかった田ヘ雄成虫だけを放飼する目的で、踊重と成虫の大

きさ、幼虫回収日と踊の大きさの相聞から雌雄分別が試みられたが7，15ぺ実際に

応用されることはなかった。

増殖虫を不妊化するためのガンマ線照射量は、妊性と性的競争力のからみで決

定する必要がある則。 300Gray(= 30krad)の照射では雄成虫の性的競争力は有

意に低下したが、 70Grayで、は悪影響は小さかった2叫。コンベア方式の照射でも70

Grayで、不妊化と性的競争力の維持ができた日ヘ不完全不妊になる 30~50Grayの照

射では、照射虫の次世代の産卵数と蔵卵数に悪影響がなかった剖ヘ低温条件での

照射や捌照射線量率のちがいは刷、成虫の妊性と性的競争力に影響を与えなかっ

た。照射虫と未照射虫との外部及び内部形態を比較し、照射の有無が判断できる

か、照射に伴う虫体への影響が検討された11.抑)。照射によって精巣が小型化し、
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精原細胞と精母細胞は著しく退化し、生殖細胞の大部分は崩壊した附則。残った

精子は授精に関与したものの、睦子発生過程を停止させる異常精子で、 100%が

不妊になった附。中腸上皮にも異常が生じ、栄養欠乏のため短命になった肌附。

照射後の日齢が経過すると照射雄の授精能力はある程度回復したが、 70Grayの

照射では SITへの悪影響はなかった刷。放飼不妊虫のマークが脱落し、かっ精巣

生殖細胞が再生する確率は0.000001程度で、 SN比(Sterile/Non-sterile比)調査

に影響はなかった則。雌も、 7o Grayのガンマ線照射により不妊化され、卵形成

が完全に抑制されることが光学及ひび矛電子顕微鏡の観察で確認認、された肌 19町ぺ7

腸に障害を生じ、短命化した肌問)。小型ケージでは見落とされていた照射雄の短

命化は、大型ケージで検出された則。照射線量に伴い、風洞中での飛朔の時間と

距離は短くなった刷。

不妊虫の踊を鋸屑で保管する場合、鋸屑は未使用のラワン材がよかった問。炭

酸ガス麻酔は成虫に悪影響を与えた 117，232)。低温による麻酔には50C以下が必要だ

ったが刷、 OOC以下の保存は悪影響を与えた別)。覚醒は遅れたものの1I7)、 0.50Cで

保存24時間未満では、回復率と寿命に悪影響はなかった則。ただし、低温麻酔で

は羽化箱を改良する必要があったl刊。踊のポリ袋密閉による酸素欠乏処理では、

悪影響を与えずに踊を保管・輸送できた2日)。放飼前の成虫には粗糖と水が重要で、

全暗・低温が好適であった川)。不妊化雄の輸送のための温度条件と踊容器及び輸

送用コンテナも検討された27ヘ保冷車に踊を入れて輸送すると、マーキングに

よって羽化率は低下したへ低温麻酔した不妊虫を空中散布しても、 SITに問題

が生じるほどには生存率は低下しなかった口II

これらの知見を蓄積・総合したうえでウリミパエ大量増殖・不妊化システムが

確立され刊6叫9訊.1山6引1.1肌川26田3へ大量増殖施設が那覇市6田5口刊叩'川川6師附6ω)と名瀬市4

宮古島の放飼でで、は生存虫率と飛びび、出し率が低下したため、効果が上がらなかっ

た川。原因となる羽化箱の仕切りが、これ以降、格子状に改善された叫。放飼前

の成虫の餌としては粗糖と7水kが重要で、あつた川24引へ1

加水分解物を与えると、とくに雄で飛朔時聞が長くなった 169)。

不妊虫をかごで放飼する場合、放飼後 4 日間の平均気温が15~160C以下になる

と脱出率が極端に低下した刷。かごの浸水も問題であった刷。奄美大島では1キ

ロ四万に1地点、ずつバケツで不妊虫が放飼された同ヘ根絶事業が進行し、対象面
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積が拡大すると不妊虫放飼にはヘリコプターも用いられるようになった6~， 187)。放

飼虫は生息、場所選択によって、飛朔分散の方向と距離が異なったヘ喜界島で放

飼された不妊虫は奄美大島でも確認されたが、その50%は梅雨期に集中したへ

不妊虫が多く回収されるトラップでは野生虫も多く誘殺された則。不妊虫の長距

離移動は5~6月に多かった7ヘ不妊虫の死亡率は夏期よりも春期に高かった7ヘ

久米島で放飼した不妊虫は沖縄本島まで8ぺそして約200km離れた沖永良部島ま

での飛来が確認された則。不妊虫の長距離移動は、野生虫の移動距離や不妊虫の

活力の観点、からも考察された刷。

不妊虫と里子生虫の交尾行動も、径路解析を含め川、詳細に検討された山川刊。

野生虫の雄はウリ科作物の畑の周辺に生える非寄主の上で午後に集合してレック

を形成し札 119)、羽を震わせ、雌を呼んだ47)。性成熟した雌成虫は性成熟した雄成

虫に強く誘引されたiへ雄はコーリング場所を他の雄から守るために戦い、雌に

マウントした47・l'ヘ高密度では縄張りが干渉され、雄成虫の交尾成功度は低下し

た附。飼育虫の雄が求愛する場合、雌に拒絶される頻度が野生虫より高かつた口

非求愛型の雄に対する雌成虫の受容性は加齢とともに高まつたへ雌に遭遇して

も雄は6臼I回にl回しか交尾に成功せす、雌の配偶者選択が示唆されたへ雌雄成

虫の大きさは交尾成功度に影響を与えなかったH九交尾は薄暮時に制、おもに葉

表で行われ、果実上で、は行われなかった 119)。求愛時の雄の羽音(求愛ソング)

は217，:!:!ぺ品質管理への利用も試みられた81一回)。羽音を解析し、各成分に分け刊、

多変量解析した結果、野生虫や大量増殖虫、照射虫が別集団として判別され刷、

ハワイ産と奄美大島産の個体も判別が可能で、あった凶。

ミパエ類の性フェロモンは誘引剤として、包括的に検討された 112，122，12ヘ求愛時

にウリミパエの雄が発するフェロモンは最初、「発煙」現象として報告された2口)。

雄が葉表でレックを形成し、羽ばたきと腹部たたきをして性フェロモンを放出す

ると、雌が誘引され、前方から雄に接近した町田， 123)。雄成虫の直腸腺からの揮発

物質として主成分propyl4-hydroxy-benzoateとmethyl4-hydroxy-benzoateなど、

数成分が同定された問。エチルエステルは未熟雄で、は少なかったが、性成熟する

と増加した 17ヘキュウルアを摂食した雄成虫はその加水分解物で、ある4-(4-

hydroxy-phenyJ)一2-butanoneを直腸腺に選択的に蓄積した川)。キュウルア (4-(p-

acetoxy -phenyJ) -2-butanone)の香りがするセッコクの一種Dendrobiumsuperbum 
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の花はウリミパエやミスジミパエの雄成虫も誘引し:!O)、雄成虫は花を祇めて、こ

れを直腸腺から誘引物質として分泌した問。雄がフェロモン生産のために前駆体

をもっ植物に誘引される可能性は、ハワイでも検討された 177)。

大量増殖照射虫の性的競争力は、まず標識放飼法によって生存率や分散・移動

能力を調べることで評価された2闘。飛び出し容器や「宙づり餌」 法による室内で

の品質管理が検討された2刷。性的競争力を交尾能力自体で評価する場合は、でき

るだけ広い環境で評価することが必要であった46札 133，:!附。例えばイ野外では大量

増殖開始後5~10世代の不妊虫の性的競争力は約O. 8で、 18世代では約O.2に低下

したが、室内試験ではこの低下を検出できなかった叫。第36~37世代の雄成虫の

性的競争力は17~18世代のそれと差がなかった2日)。大量増殖の過程で雄の性的競

争力が低下すると判明したが、増殖虫の交尾行動ばかりでなく1I:!，4!J)、野生雌が雄

成虫をえり好みして「不妊虫抵抗性」をもつことも一因と考えられた 13四 48，4!J回)。

これらの変化を考慮した野外個体と放飼個体の反応モデ、ルによって、雌成虫の配

偶者選択の影響は比較的小さいため、性的競争カが低下しても不妊虫の放飼数を

増強すれば性的競争力の低下は克服でで、きると判断された32川川4刊札日仏'凱出叩削7η)

雄が雌の卵を授精させるには3叩0分以上、高い瞬化率を得るには80分以上の交尾

が必要で、交尾時聞が 160分以内の雌成虫は1~2 日後に再交尾した 124)。平均交尾

時間は10時間40分に及んだ凶。雌成虫の再交尾を抑制するには長時間、交尾しつ

づけることが必要であった制。交尾後30分ではほぼゼロであった雄成虫から雌成

虫への精子量は交尾後4時間まで増加したが、その後は増加しなかった山川。精

子量と交尾時間の増加に伴って、精子優先度も高まった2削)。複数回交尾させた雌

成虫の産卵数から、照射雄の性的競争力はやや劣るものの有効に機能していると

判断された附。雌成虫が複数回交尾すると精子は捷枠されたが、精子の寿命は比

較的短く、最後に交尾した精子が優占された35，3ヘ照射虫の精子の競争力は低

かったが、 SITには有効であると結論された回。交尾直後に再交尾した雌成虫の

P2値はほぼO.5で、あったが、この間隔が聞くにつれて P2値は増加した273)。雌に渡

された精子は貯精嚢から日ごとに消失し、日あたり生存率は94.2%であった2日間。

既交尾雌の度下卵の僻化率は減少しつづけ、 80日後にはゼロになった則。精子の

受精効率はO.05と低かった274)。以上の結果から、本種は精子置換を行っていない

と結論された叫則。
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雌の卵巣発育と雄に対する受容性との問には相闘が認められた制。雌成虫は交

尾によって産卵が促進された2刊。産卵促進物質の移送は交尾後 2時間までに開始

され、 4時間後までに完了した2刊。産卵は明期に限られた則。産卵された果実か

らは他個体の定位や産卵に影響を与える物質は検出されなかったが、雌成虫は幼

虫の寄生果を識別して産卵を控えた則。高密度の寄生果からは羽化個体数が少な

く、成虫も小さかった山)。ガンマ線照射された雌成虫も産卵行動を行うため、放

飼雌によって作物に産卵痕がつけられる可能性も懸念されたが叫捌、野外調査に

よるウリ科作物の被害果率は1%未満と低く 140)、刺傷が成熟果率に影響を及ぼさ

なかったため:!5~)、経済的被害は生じないと結論された。不妊虫を放飼しでもなか

なか個体数が減らない、いわゆる「ホットスポット」の出現地域には、冬~春に

野生寄主、夏~秋に栽培寄主が豊富に存在することが判明した174)

SITの効果判定にはトラップ調査と寄主植物調査が用いられた18川ヘ トラップ
に捕獲される不妊虫と野生虫を識別するため、不妊虫は検出力の高い燈色、赤色、

黄色、白色の蛍光色素で標識(マーキング)された:剖)。標識によって羽化率はや

や低下した刊。標識された個体を大量に検出するための押しつぶし機も試作され

た:?75) 色素の有無によって判断される MJU比(=MarkedlUnmarked比)は S別

比の指標になるが、色素が脱落すると差を生じる。そのため、精巣の観察によっ

て里子生虫との識別を可能にし、マーク脱落率を知る方法が開発された山田4)。寄主

植物調査には野生のオキナワスズメウリがよく利用された。奄美大島では群落の

密度や規模が小さいため、オキナワスズメウリが植栽された附。オキナワスズメ

ウリ果実への寄生率は5~1l月に多かった問)。寄生果率はトラップ誘殺数とほぼ

同様の傾向を示したが、キュウリやニガウリといった、より好適な寄主があると

寄生果率が低下した悶}。喜界島などでは根絶確認のために、寄生果率に加えて採

集した雌成虫の産下卵の僻化率調査も行われた捌。根絶確認を容易にするため、

ゼロ・サンフ。ルの連続数に基づく、有限母集団の母集団サイズに応じた、効率の

高い簡易逐次検定法が開発された刷。

根絶が確認されても、未根絶地域などからの再侵入が考えられる場合にはこれ

を防止する対策が必要である刷。例えば、久米島では1977年に根絶が達成された

後も1982年までに4回の再発生が確認された刷。 SITによる再侵入防止対策を続

けるかぎり大量増殖虫を飼育し続けるための品質管理は不可欠である肌川， 160)。そ
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のため、増殖系統のさまざまな形質が調べられ、系統が維持された。すでに示し

た雄の求愛ソングのほか、エステラーゼのアイソザイム・パターン刊や形態的相

違刷、温度反応川、踊期間引)等々が調べられた。例えば、沖縄島個体群は石垣島

個体群と形態的にやや異なり、弱い隔離が認められた制。喜界島個体群は石垣島

個体群とは温度反応はさほど分化していないものの、踊期間には差を生じた引

突然変異系統を用いた交雑試験も行われ、常染色体上に位置する劣性遺伝子に

よって生じる赤さび色の眼の系統制や紫眼系統262)を利用して、交尾行動や配偶者

選択に関わる遺伝的要因が調べられた2凶則。

大量増殖を容易にするため、はじめは増殖に有利な形質が重視され、選抜され

た。増殖系統ははじめ果汁濃度100%のカボチヤジュースによく産卵したが、約10

世代を経過すると濃度50%でも差がなくなった口)。発育速度への人為選抜はおも

に幼虫期間の長さにかかつた1日3叫へ9ヘ。大量増殖系統の幼虫期間と踊期間は野生虫より

短くなつた14引1，14叫14山4担2ヘまた、羽化後早くから交尾を行し、110)、交尾率も高くなった2ぺ
産卵前期聞が短く刷、産卵量も多い系統も育成された2叩)。その後、増殖系統によ

るさまざまな形質の変化が認識されはじめた刷。例えば、産卵パターン3)、幼虫

跳出し行動3・215)、二酸化炭素排出リズム刊、飛朔距離肌 162)、飛朔速度159)、飛朔時

間1日，212)が大量増殖によって変化した。さらに、大量増殖系統は早熟.多産.短命

になつた7叩九町2乙口，7η3，1山5日1，1肌6

存在しv印へ)ヘ、大量増殖の過程で発育が速い個体を選抜した結果、第24世代頃までに
これらの形質が固定され、 60~70世代では遺伝率がゼロに近くなったためであ

る:回。発育の早い系統と遅い系統とを作出した人為選抜試験では、発育の遅い系

統は選抜が容易で、、踊期間ではなく、幼虫期聞が遅延した川。発育の遅い系統は

大型になり、生存率が低下した144)。大量増殖の採用時にはこうした遺伝的トレー

ドオフを考慮しなければならないと考えられた147.148)

SITにおいては大量増殖個体の性的競争力を維持することがなによりも大事で

ある刊。増殖系統の性的競争力の品質管理に関して、求愛ソング8川 4)や飛朔能

力255，256) のほか、雌成虫の選好性刷、精子間競争264-267.271川、等々が検討された。

室内系統では野外個体より強光下でも交尾行動を行う傾向が認められた出)。また、

室内系統の交尾前期間は野生虫のそれより短かったEヘ成虫の行動の日周リズム

には約8時間の幅があり、発育が速い系統では自由継続周期が24日寺間より短く、

cu 
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発育が遅い系統では24時間より長く、すなわち発育期間と体内時計との聞に相聞

が認められた2問。発育が遅い系統では交尾開始も遅く叫:!l4)、大量増殖系統では野

生系統より交尾行動が早く開始されるなど1川 8)、生活史形質と行動学的形質に遺

伝的なトレードオフが存在し1刊、発育速度だけを追求すると増殖虫と野生虫の交

尾時間が異なり、生殖隔離を引き起こしかねない可能性が指摘された則。性的競

争力確保のうえからも、大量増殖時には遺伝的トレードオフを考慮しなければな

らないと結論された叫附。

事業としての SITにはさまざまな障害が出現し、その都度、問題解決が図られ

てきた。伊藤(1995)はSITによって本種を琉球列島から根絶できた技術的要因と

して、①野外の生活に必要なゲノムの保持を可能とした大量増殖法の採用、②交

尾競争力の推定とこれを勘案したモデ、ルによる放飼個体数の決定、③不妊化法抵

抗性の進化に対応した追加放飼、④ホットスポットへの集中放飼をあげた4ヘ照
屋(1990)は研究者と実施者の員数、予算、定期的な会議、段階的な規模の拡大、

トラブ‘ル発生時の現地で、の原因究明、生産ラインでの品質管理といった管理的側

面も重要で、あったと指摘した捌。さらに、伊藤(1995)が主張するように iSITプ

ロジェク卜においては狭い応用中心の見方を捨て、つねに基礎的な生態学的、行

動学的、遺伝学的研究を進めるべき」叫で、こうした研究態度が根絶成功の隠

れた要因であったことも根絶に携わった多くの研究者・行政担当者が認めてい

る。数多くの研究と現場で、の努力が実ったわが国のミパェ根絶は、世界、とくに

アジア諸国を刺激し、いまは各国でミパエ類の防除事業が開始されている川。
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(東北農業試験場榊原充隆)

2. マメハモグリバエ

マメハモグリパエ Liriomyzatrifolii (Burgess)は、 1990年に静岡県浜松市のキク

産地で初確認された新害虫山9)で、その後周辺地域1叶まもとより、西南暖地を中

心に全国に分布を拡大し2.3，5，川5)、1999年には40以上の都府県で発生が確認されて

いる目。本種は米国フロリダ地方を原産 (Spencer，1965) とする双麹自ハモグリ
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